Ⅱ．企画について　→　Ⅳ―１．計画書

Ⅱ―１．大会要項
　①要項の統一、ルール化
　　・市民にとって「見やすく、理解しやすい」大会要項は必然と参加申込に繋がります。
　　　　そのためこれまで「バラバラ」だった大会要項を「統一化」する事で、ホームペー
　　　ジや回覧等で見やすい大会要項にします。
　　・大会名を統一します。　　「第●回　飛騨市民●●●大会」
　②主催、共催、主管、後援等
· 主催　→　飛騨市スポーツ協会加盟競技団体（協会や連盟）
· 共催　→　飛騨市スポーツ協会
· 主管　→　外部団体に大会運営協力を依頼する場合
· 後援　→　飛騨市または飛騨市教育委員会後援名義は事前申請が必要です。許可　　
発行まで時間を要しますので市民へ募集する前に申請手続きをお願い
します。
· 協賛　→　資金面での協力の場合、相手方の許可を得たうえで大会要項等に記載
　　　　　　　をお願いします。
　③会場予約
　　・施設管理者と調整し前日準備も含め会場予約をお願いします。
　　・市民大会開催の会場使用料は減免されますので、無料です。
　④参加条件
・小学生以上の飛騨市内在住・在勤者としてください。
・飛騨市全域に広く参加募集するものを市民大会とし、一部の地域や旧町のみを対象とするものは市民大会として扱わないこととします。
⑤来賓手配
　・来賓として市長や教育長またはスポ協会長に出役を依頼する場合は早めにスポ協事務局へご連絡、ご相談ください。
　・スケジュール次第では代理出席または欠席の場合がありますのであらかじめご了承ください。

Ⅱ―２．リスク管理
　①傷害保険
　　・入院、通院等、医療機関を受診する傷害事故が発生した際は負傷者本人または付き添い人が「傷害事故報告」を速やかに記入しスポ協事務局へ報告します。
　　・スポ協事務局では「傷害事故報告」を受理、確認し損害保険会社へ報告します。（契約者と保険会社の双方の確認）
　　・飛騨市スポーツ協会は年間通じて普通傷害保険に加入（ＡＩＧ損害保険㈱）していますので、市民大会に係る傷害保険も適用になります。（飛騨市スポーツ協会は共催であるため）
・そのため大会参加料には保険料を含めた料金設定とし大会終了後に保険料を支払う事になります。
・スポ協事務局よりAIG損害保険㈱へ毎月事に傷害保険料を支払い、立替払いしますので市民大会終了後、スポ協事務局より該当保険料を請求します。
　　・加盟競技団体独自に損害保険に加入していただいて構いませんが、補償内容は、ＡＩ
Ｇ損害保険㈱と同程度としてください。（補償内容：入院5,000円/日、180日程度、通院3,000円/日、90日程度、死亡10,000千円、後遺障害：障害の程度に応じて死亡保険金額の4～100%）
　②誓約書
　　・大会参加申込書には誓約書を明記し、市民大会開催前に徴収してください。
　　・Ⅱ―１．大会要項の統一と同様に誓約書も「統一化」する事とします。

Ⅱ―３．予算立案　→　市民大会補助金を必要とする場合
　①補助金の基本的な考え方
　　・補助金は、公益性のある活動でも、補助事業者の自主性・任意性が高い活動を補うための金銭給付であり、奨励・助成的な趣旨に近い、資金援助的な給付金です。したがって、費用対効果の薄い事業や、一般社会通念上公金でまかなうことがふさわしくないものについては補助対象から外すべきと考えます。また、基本的には市の補助率は補助対象事業費の２分の１以内とされています。参加料の徴収と経費の適正な支出により運営を実施してください。
　②一大会50,000円補助を上限とします。
・１／２補助ですので、補助額50,000円の場合、全体事業費は100,000円以上となり、差額は参加料や協賛金等で財源を確保することになります。
・大会ごとに申請、審査、補助金交付となります。複数の市民大会を開催する場合は、市民大会毎に申請していただくようお願いします。
　　・予算の範囲内での交付となりますのであらかじめご承知おきください。
　　・前年秋に翌年度予算に反映させるため「調査」を行いますのでご協力願います。
・支出項目については、別表を参考にしてください。
　　・会計報告書を作成し、使途を明確にしてください。
　③大会参加料の見直し
　　・令和3年度はこのマニュアルに従い、市民大会を皆様の競技団体により企画・運営し
　　　ていただきますが、市民大会、競技毎に「大会参加料」のバラつきが生じます。
　　・随時理事会等においてこのような「バラつき」「不具合」を協議し見直しを図ります。
　④補助金交付ガイドライン
　　・飛騨市補助金交付規則に基づく「飛騨市補助金交付ガイドライン：平成21年10月
制定」により詳細なルールが示されています。
　　・市補助金には４つの分類に区分され市民大会補助金は③イベント補助金に該当しま
　　　す。

　　　①制度補助金・・・・市の条例及び国の法令などで交付が定められた補助金
　②政策補助金・・・・市の政策上必要とされる補助金
　③イべント補助金・・各種団体などが開催する公益性があると認められるイベントに
対し交付される補助金(事業主体自らが企画し、自らが実施意欲
のあるもの)
④団体運営補助金・・市が公益上必要と認める団体に対しその運営に交付する補助金

　　・補助金の使途は一般市民への情報公開の対象となるものであるので、市とともに広く
　　　一般市民に対し説明責任を負うことになるため、誰にでも答えられるよう団体内部
　　　での意思統一をお願いします。

	公益性
	地域での住民自治、社会福祉のため高い必要性が認められるか

	
	特定の者のみ利益に供していないか

	
	行政が税金を投じてまでを積極的に関与する必要が認められるか

	
	市の各種計画の施策体系に位置づけられているか

	有効性
	効果が広く市民に波及するものであるか

	
	行政と市民の役割分担の中で、市が補助すべき事業であるか

	
	社会情勢からみて、事業を続けることによって、更なる効果が期待できるか

	
	成果は、具体的に表れているか

	公平性
	他の補助団体と比較し、補助率や補助対象等が著しく均衡を欠いてないか

	妥当性
	補助金の使途が適切か（対象経費が適切か）

	
	繰越金の額が適切か（市民に納得してもらえるものか）

	
	会計責任者が選任されており、会計処理は適切か（帳簿及び領収書等の適切な整理保存）

	【参考】地方自治法第232条の２「普通地方公共団体は、その公益上必要がある場合においては、寄付又は補助をすることができる」




　⑤市民大会補助対象・補助対象外経費一覧
　　・これらの事を具体化した例をお示しします。ご不明な点はスポ協事務局へご相談くだ
　　　さい。
	経費項目
	対象となる経費例
	対象とならない経費

	報償費
	○参加賞
〇賞品代（団体優勝5,000円、個人優勝3,000円程度の商品券や品物とする）
	〇現金支給

	消耗品費
	○大会要項や冊子印刷の用紙や大会に使用するボールや石灰、救急用品等
	○大会や大会のための事務以外に使用する消耗品等の購入費用

	食糧費
	○催物が終日にわたるため、その場を離れることができないなど特別の事由がある場合の弁当（上限７００円）
〇会議のためのペットボトルのお茶
	〇催物の運営に直接関係のない者や
特別の事由のない場合の弁当代
〇誰もが食べられるような軽食や菓子
〇大会後の打ち上げの飲食費用

	燃料費
	○大会・催物に使用するストーブ灯油代等
〇物品運搬のための車のガソリン代
	○大会・催物以外に使用する燃料費
○プリペイドカード

	印刷製本費
	○業者によるパンフレット，ポスターの印刷製本
○コピー代　
	○補助対象事業以外に要するコピー代・印刷製本費

	光熱水費
	○事業の実施に必要なガス・水道・電気代等
	○事務所の維持・運営に要する経費

	通信費
	○事業に係る文書を送付するための切手・はがき代等
	○事業以外に要する切手代等

	保険料
	○大会当日の保険掛金
	○参加者が任意で加入する保険料等

	使用料
賃借料
	○大会に要する機器や物品の借上げ料
〇夜間照明や体育館等電気使用料
	○事務所としての施設の使用料

	備品購入費
	○補助事業実施に必要不可欠と認められる備品の購入費（１品３万円以上で償却期間がおおむね５年以内の物品）
	○車輌購入代

	審判費
	〇大会当日の審判への手当（単価について根拠資料が必要）
	



〇印刷を事務局に依頼（各自で印刷もできます）する場合は単価×必要枚数で算出してください。
※市役所（振興事務所）、古川町トレーニングセンター（チャレンジクラブ）で印刷で
きます。用紙持参の場合は印刷代のみの料金です。
　　※印刷費＠５円×枚数＋版代１枚あたり２００円（用紙を持参しない場合は＠７円）
　　※回覧を希望する場合は、約９５０枚必要です。

〇夜間照明料・施設照明料　
これまでは、体協本部や支部会計で支払っておりましたが、今後は予算計上をお願いします。施設ごとの料金は別表のとおりです。（1時間単価です）

〇審判費は単価を示す根拠資料が必要です。（〇〇協会審判規定に明記など）
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